
令和 5年 12月 15日 

 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名称…だんだんデイサービス東津田  

サービス種類…地域密着型通所介護 

会議開催日…令和 5年 11月 28日（火） 

開催場所…だんだんデイサービス東津田 

出席者 

事業所 ２人 利用者 ０人 

利用者家族 １人 地域代表者 １人 

松江市職員 ０人 包括支援センター １人 

知見を有する者 ０人 その他（     ） ０人 

 

 

現在：営業日 月～土（祝含む）8：30～17：30  

   休業日 日、正月（1～3日） 

提供時間 9：30～16：35（但し 事業対象者、緩和型の方は 9：30～13：30） 

 

1．利用状況 

介護度別利用者数 

事業対象者 支 1 支 2 介 1 介 2 介 3 介 4 介 5 申請中 合計 

男 性 ０ ０ ０ ３ ２ １ ０ ０ １ ７ 

女 性 １ ０ １ ６ ８ ６ ３ ０ ２ 27 

合 計 １ ０ １ ９ １０ ７ ３ ０ ３ 34 

現在の平均介護度 約２ 

曜日別利用者登録数（定員 15名） 

曜日 月 火 水 木 金 土 合計 

利用者数 15 14 15 13 15 13 85 

 

一日の平均利用者数 

 ４月 ５月 6月 7月 8月 9月 10月 

一日平均 13.1名 12.4名 12.6名 12.4名 12.4名 11.7名 12.3名 

 

 

 

 

 



２．活動状況 

利用時の行事等 

4月 ガーデニング・カップケーキ作り 

5月 どら焼き作り・鯉のぼりドライブ 

6月 野菜作り 

7月 あんみつ作り 

8月 夏祭り 

9月 敬老会・おはぎ作り 

10月 干し柿作り・コスモスドライブ 

コロナ禍では外出は極力控えていたが 5 類へ以降してからは少しずつですが外出も行

っている。また、クッキングは利用者様も喜んで取り組まれるので季節ごとに行ってい

る。 

３．ヒヤリハット・事故報告、苦情の関して 

ヒヤリハット 事故 苦情 

９件 ７件 １件 

ヒヤリハットに関しては、利用日間違えや利用者様の単独行動（歩行器使用の方が何も

なしで歩かれるなど）などが主にあった。 

事故に関しては、服薬忘れ、玄関の上がり框での尻餅や転倒、トイレでの転倒などがあ

った。玄関でのバランスを崩しての尻餅・転倒が数件あったのでソフト面では二人介助

での対応する事を決め、ハード面では手すりの増設を検討中である。 

苦情に関しては、入り口に駐車している送迎車の頭が、歩道に出過ぎているので注意し

てほしいとの電話が近隣の方からあった。利用者の方を一旦降ろした後に駐車し直すよ

うに対策を行った。 

 

４．研修報告 

4月 ― 

5月 避難訓練（水害） 

6月 感染症対策について 

7月 事故防止のついて 

8月 ― 

9月 体調不良・急変時の対応について 

10月 介護予防（転倒予防）について 

11月 防災教育（火災時の通報） 

12月 虐待防止について（予定） 

コロナ前は外部研修も行っていたが、現在は所内研修しか行っていない。コロナが落ち

着いた今後は外部研修も積極的に取り組んでいきたいと考えている。 

 

 

 

 



5．意見交換 

民生委員の方より 

Ｑ．デイサービスの職員は何名か？ 

Ａ．現在は 7名です。 

包括支援センターの方より 

だんだん通信等で体操などの活動が多くて良いと感じた。 

また、資料の介護度別利用者数から見て介護度が高いなと感じた。 

Ｑ．資料の研修報告より、5月の避難訓練はどのように実施したのか？ 

Ａ，実際の水害を想定して 2階に避難した。2階の事務所で狭いところなのできつきつ

になった。その他の避難所として向かいの工務店様の 2階が緊急時の避難所にならない

かと検討はしている。 

 

だんだんデイサービスより民生委員の方へ 

Ｑ．津田地区は独居老人の方は多いか？ 

Ａ．津田は割と少ない。ただ、アパートやマンションも増えてきたのでそういった場所

までは把握しきれてないのが現状としてある。 

Ｑ．現在、自然災害用ＢＣＰを作成中だが、だんだんのある辺りの地域の方の避難所は？ 

Ａ．東津田児童館、津田小学校、松江 4中がある。東津田児童館の近くは天神川や大橋

川があるのに？といった声もある。だが、実際に災害あった場合は水門を閉めるように

なっており、よっぽどではなければ安全性はある。 

現在、近隣での防災訓練などを計画中。 

だんだん→その際はお声掛けいただき、是非参加させて頂きたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

※事業所確認欄 

□活動報告についての評価を受けることができたか。  〇 

□要望・助言等受ける機会を設けたか。  〇 

 


